
組組織織のの総総決決集集をを図図りり、、近近未未来来にに繋繋げげよようう
建
設
長
崎
第
六
十
六
回
定
期

大
会
が
、
七
月
十
六
日
〜
十
七

日
の
二
日
間
、
雲
仙
・
小
浜
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

大
会
に
は
、
来
賓
、
代
議
員
、

特
別
代
議
員
、
執
行
部
、
書
記

局
な
ど
総
勢
三
百
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
本
部
執
行
部
を

代
表
し
て
相
川
委
員
長
よ
り
、

「
四
月
の
統
一
自
治
体
選
挙
で

は
、
二
期
目
を
目
指
し
た
金
子

県
議
に
つ
い
て
、
皆
様
に
大
変

な
ご
支
援
・
ご
支
持
を
頂
き
ま

し
た
が
残
念
な
結
果
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
皆
様
に
心
か

ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
は
昨
年
、
組
合
結
成
六

十
五
周
年
を
迎
え
先
輩
組
合
員

が
築
か
れ
て
き
た
歴
史
の
重
み

を
振
り
返
り
、
記
念
式
典
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
事
に
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

仕
事
確
保
対
策
で
は
、
六
市

で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
の
拡
充
を
要
請
し
て
参

り
ま
す
」
と
挨
拶
。
ま
た
挨
拶

後
、
東
日
本
大
震
災
に
対
し
て

組
合
員
・
家
族
の
皆
様
方
の
ご

厚
意
に
よ
る
義
援
金
五
百
万
円

を
相
川
執
行
委
員
長
よ
り
、
全

建
総
連
林
書
記
次
長
に
「
目

録
」
に
し
て
お
渡
し
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
は
、
労
働
団
体

か
ら
長
崎
地
区
労
の
平
野
議
長
、

各
政
党
よ
り
社
民
党
の
泉
原
幹

事
長
、
民
主
党
の
大
久
保
潔
重

参
議
員
・
地
元
選
出
の
福
田
衣

里
子
衆
議
員
よ
り
激
励
の
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。
全
建
総
連
の

林
書
記
次
長
に
は
祝
辞
と
併
せ

て
東
日
本
の
県
連
組
合
の
状
況

と
中
央
の
情
勢
報
告
を
頂
き
ま

し
た
。

本
会
議
で
こ
の
他
、
組
織
拡

大
を
達
成
し
た
支
部
へ
の
功
労

者
表
彰
や
青
年
技
能
競
技
大
会

で
入
賞
し
た
上
位
三
名
を
表
彰

し
ま
し
た
。

午
後
よ
り
、
平
成
二
十
二
年

度
活
動
経
過
と
会
計
決
算
報
告
、

そ
し
て
平
成
二
十
三
年
度
運
動

方
針（
案
）
、
会
計
予
算（
案
）

に
つ
い
て
執
行
部
よ
り
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。
一
日
目
の
最
後

に
今
回
、
新
し
く
建
設
長
崎
の

顧
問
弁
護
士
に
な
る
原
弁
護
士

も
出
席
さ
れ
挨
拶
を
頂
き
ま
し

た
。大

会
二
日
目
は
、
三
つ
の
分

散
会
に
分
か
れ
て
一
日
目
に
提

案
さ
れ
た
運
動
方
針
（
案
）、

会
計
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
活

発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
本
会
議
で
は
、

本
年
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
組
織
の
総
結
集
を
図
り
、
近

未
来
に
繋
げ
よ
う
」
�
組
織
七

千
五
百
名
を
目
指
し
て
、
年
間

三
百
名
を
拡
大
し
よ
う
。
�
分

会
会
議
の
定
例
化
に
努
め
、
ふ

れ
あ
い
行
動
の
実
践
で
内
部
強

化
を
図
ろ
う
。
�
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
と
拡
充
で

仕
事
確
保
を
図
ろ
う
。
�
魅
力

あ
る
建
設
産
業
を
め
ざ
し
、
若

年
技
能
後
継
者
育
成
と
技
術
技

能
の
向
上
を
め
ざ
そ
う
。
�
適

正
な
賃
金
・
工
事
単
価
を
確
保

し
、
公
契
約
条
例
制
定
を
求
め

る
運
動
を
強
化
し
よ
う
。
等
を

参
加
者
全
員
の
拍
手
で
採
択
し

ま
し
た
。

続
い
て
、
北
村
青
年
部
長
が

大
会
宣
言
（
案
）
を
元
気
よ
く

読
み
上
げ
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
相
川
執
行

委
員
長
を
は
じ
め
執
行
委
員
五

十
三
名
の
う
ち
五
十
一
名
が
再

任
、
二
名
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
役
員
を
代
表
し

て
、
相
川
委
員
長
よ
り
新
年
度

に
向
け
組
合
運
動
の
前
進
を
誓

い
、
力
強
く
「
団
結
が
ん
ば
ろ

う
」
を
三
唱
し
て
定
期
大
会
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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建設長崎
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のの
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大大
・・
強強
化化
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図図
ろろ
うう

――
リリ
フフ
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ーー
ムム
助助
成成
制制
度度
のの
創創
設設
とと

拡拡
充充
にに
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りり
組組
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――
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組
織
の
総
結
集
を
図
り
、

近
未
来
に
繋
げ
よ
う
！

執
行
委
員
長

相

川

哲

男

昨
年
七
月
に
開
催
し
ま
し
た
、

第
六
十
五
回
定
期
大
会
以
降
、

こ
の
一
年
間
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
三
月
十
一
日

に
発
生
し
ま
し
た
、
東

北
・
三
陸
沖
を
震
源

と
す
る
、
東
日
本
大

震
災
は
、
大
地
震
に

加
え
、
想
像
を
超
え

る
大
津
波
が
、
東
北

地
方
に
壊
滅
的
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
ま
た
、
福
島
原

発
事
故
に
よ
り
、
放

射
性
物
質
漏
れ
の
影

響
で
、
強
制
避
難
な

ど
、
日
常
生
活
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。

全
建
総
連
は
、
直

ち
に
災
害
対
策
本
部

を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

被
害
確
認
や
実
態
調

査
に
乗
り
だ
し
、
全

建
総
連
傘
下
組
合
に

対
し
て
、
組
合
員
一

人
あ
た
り
千
円
の
義

援
金
カ
ン
パ
の
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

建
設
長
崎
は
、

過
去
に
長
崎

大
水
害
や
雲
仙
普
賢

岳
噴
火
災
害
で
、
全

国
の
仲
間
か
ら
多
額
の
義
援
金

を
頂
い
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

長
崎
と
し
て
、
い
ち
早
く
義

援
金
を
送
っ
て
、
復
興
に
役
立

て
て
頂
き
た
い
思
い
か
ら
、
直

ち
に
、
本
部
執
行
委
員
会
に
諮

り
、
三
月
二
十
四
日
に
全
建
総

連
宛
に
一
千
万
円
の
義
援
金
を

送
付
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
組
合
員
さ
ん
に
対

す
る
義
援
金
カ
ン
パ
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
、
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
被
害
状
況

は
、
七
月
十
一
日
現
在
で
死
者

は
一
万
五
千
五
百
五
十
人
、
行

方
不
明
者
は
五
千
三
百
四
十
四

人
と
な
り
、
ま
た
、
六
月
三
十

日
現
在
の
、
避
難
者
や
転
居
者

は
、
九
万
九
千
二
百
三
十
六
人

と
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

改
め
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
多

く
の
方
々
や
、
被
災
さ
れ
、
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
皆
様
に
、
心
か
ら
お
悔
や
み

と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

運
動
の
経
過
に
つ
い
て

さ
て
、
こ
の
一
年
間
の
運
動

の
経
過
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

昨
年
十
一
月
に
は
組
合
結
成
六

十
五
周
年
、
長
建
国
保
設
立
四

十
周
年
、
専
門
学
院
創
立
五
十

周
年
を
迎
え
、
先
輩
組
合
員
皆

様
が
築
か
れ
て
こ
ら
れ
た
歴
史

の
重
み
を
振
り
返
り
、
記
念
式

典
を
盛
大
に
執
り
行
う
事
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
組
織
強
化
拡
大
運
動

や
建
設
国
保
補
助
金
獲
得
運
動

な
ど
、
全
支
部
一
丸
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
頂
き
ま
し
た
。

仕
事
確
保
に
つ
い
て

仕
事
確
保
対
策
で
は
、
推
薦

議
員
団
皆
様
の
力
添
え
を
頂
き

な
が
ら
、
念
願
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が
、
長
崎

市
、
佐
世
保
市
、
平
戸
市
、
五

島
市
、
雲
仙
市
、
南
島
原
市
の

六
市
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
拡
充
を
要
請
し

て
参
り
ま
す
。

統
一
自
治
体
選
挙
に
つ
い
て

統
一
自
治
体
選
挙
は
、
四
月

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
建
設

長
崎
と
し
て
、
県
議
会
議
員
、

市
長
、
市
議
会
議
員
、
町
会
議

員
の
候
補
者
予
定
者
十
六
名
を

推
薦
し
て
、
地
域
毎
に
支
援
体

制
を
組
ん
で
頂
き
、
選
挙
戦
を

闘
っ
て
参
り
ま
し
た
。

二
期
目
を
目
指
し
た
、
金
子

県
議
は
、
皆
様
に
大
変
な
ご
支

援
・
ご
支
持
を
頂
き
、
選
挙
戦

を
全
力
で
戦

い
抜
い
て
ま

い
り
ま
し
た

が
、
投
票
結

果
は
、
皆
様

の
期
待
に
添

え
な
い
、
大

変
、
残
念
な

結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
日
ま
で
、
ご
支
援
頂
い
た

組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様
、
そ

し
て
支
持
団
体
の
皆
様
に
、
心

か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ほ
か
の
推
薦
候
補
十
四
名
の

皆
さ
ん
は
、
当
選
を
果
た
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
い
た
皆

様
方
に
改
め
て
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

運
動
方
針
に
つ
い
て

新
年
度
の
運
動
方
針
は
、
私

た
ち
の
要
求
実
現
の
た
め
に
、

組
織
の
拡
大
強
化
を
図
り
、
仕

事
確
保
の
取
り
組
み
を
最
重
点

項
目
と
し
て
提
案
い
た
し
ま
す
。

国
の
二
十
三
年
度
一
般
会
計

総
額
は
、
九
十
二
兆
四
千
百
十

六
億
円
と
、
東
日
本
大
震
災
の

復
旧
・
復
興
費
を
盛
り
込
ん
だ

第
一
次
補
正
予
算
を
可
決
成
立

さ
せ
ま
し
た
。
震
災
対
応
の
政

府
建
設
投
資
は
大
幅
に
増
加
さ

れ
、
四
十
二
兆
二
千
五
百
億
円

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
十
三
年
度
の
住
宅

着
工
戸
数
は
、
前
年
度
比
三
・

八
％
増
の
八
十
五
万
二
千
戸
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
崎
県
に
お
い
て
は
、
公
共

工
事
費
九
百
一
億
二
千
五
百
万

円
が
予
算
計
上
さ
れ
、
小
規
模

改
修
工
事
費
は
十
五
億
円
が
予

算
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、私
た
ち
は
、リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
が
確
立
し
て
い
な

い
、
県
と
各
市
に
対
し
て
、
推

薦
議
員
団
の
皆
様
を
先
頭
に
、

仕
事
確
保
に
繋
げ
る
要
請
行
動

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
生
命
と
健

康
を
守
る
建
設
国
保
は
、
二
十

四
年
度
の
予
算
要
求
行
動
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
全
建
総
連
と

連
携
し
て
、
ハ
ガ
キ
で
の
予
算

要
求
の
取
り
組
み
や
、
全
建
総

連
主
催
の
全
国
集
会
な
ど
に
も

積
極
的
に
参
加
し
、
長
建
国
保

が
長
期
的
に
安
定
運
営
で
き
る

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

連
合
長
崎
会
長

小
石

隆

民
主
党
長
崎
県
総
支
部
連
合
会
代
表

山
田

正
彦

衆
議
院
議
員

�
木

義
明

衆
議
院
議
員

山
田

正
彦

衆
議
院
議
員

福
田
衣
里
子

衆
議
院
議
員

宮
島

大
典

衆
議
院
議
員

川
越

孝
洋

長
崎
県
議
会
議
員

吉
村

庄
二

長
崎
県
議
会
議
員

山
田

博
司

長
崎
市
長

田
上

富
久

諫
早
市
長

宮
本

明
雄

大
村
市
長

松
本

崇

島
原
市
長

横
田
修
一
郎

南
島
原
市
長

藤
原

米
幸

雲
仙
市
長

奥
村
愼
太
郎

西
海
市
長

田
中

隆
一

佐
世
保
市
長

朝
長

則
男

松
浦
市
長

友
広

郁
洋

平
戸
市
長

黒
田

成
彦

長
崎
市
議
会
議
員

野
口

達
也

長
与
町
長

葉
山

友
昭

長
崎
県
教
職
員
組
合
中
央

執
行
委
員
長

上
川

剛
史

全
建
総
連
北
海
道
建
設
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長

松
島

磯
巳

秋
田
建
築
労
働
組
合
組
合
長

佐
藤

正
治

山
形
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長

三
浦

一
男

福
島
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長

遠
藤

安
男

茨
城
県
建
築
連
合
会
執
行
委
員
長

古
澤

昌
之

群
馬
県
建
築
業
組
合
連
合
会
会
長

小
田
桐
傳
吉

建
設
埼
玉
中
央
執
行
委
員
長

山
崎

光
夫

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
中
央

執
行
委
員
長

鈴
木

稔

千
葉
土
建
一
般
労
働
組
合
中
央

執
行
委
員
長

須
木

時
夫

全
建
総
連
東
京
都
連
合
会

執
行
委
員
長

高
井

浩
司

首
都
圏
建
設
産
業
ユ
ニ
オ
ン
中
央

執
行
委
員
長

佐
脇

政
幸

神
奈
川
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

会
長

内
藤

勝
義

山
梨
県
建
設
組
合
連
合
会
会
長

深
澤

俊
雄

長
野
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長

関

勝

全
建
総
連
岐
阜
建
設
労
働
組
合
県
本
部

執
行
委
員
長

嶋
田

繁

全
建
総
連
静
岡
県
建
設
労
働
組
合

執
行
委
員
長

伏
見

千
歳

全
愛
知
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

山
田

正
巳

三
重
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

杣
川

光
孝

滋
賀
県
建
築
組
合
組
合
長

美
濃
辺
大
道

全
京
都
建
築
労
働
組
合
執
行
委
員
長

吉
岡

徹

大
阪
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

関
谷

英
雄

兵
庫
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
会
長

貴
田

博
明

奈
良
県
建
築
労
働
組
合
執
行
委
員
長

中
嶋

弘

奈
良
県
建
設
業
振
興
会
理
事
長

栗
山

司

和
歌
山
県
建
設
労
働
組
合
組
合
長

波
多
野
和
美

鳥
取
県
建
築
連
合
会
会
長

渡
辺

行
雄

島
根
県
建
築
組
合
連
合
会
会
長

津
森

強

広
島
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

安
元

弘
道

建
設
山
口
執
行
委
員
長田

村

豪
勇

徳
島
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

西
岡

孝
義

フ
レ
ッ
セ
執
行
委
員
長尾

方

巧

香
川
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

中
西

孝
司

高
知
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

杉
本

義
忠

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

下
川

一
雄

佐
賀
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長

水
田

実

熊
本
県
建
築
労
働
組
合
執
行
委
員
長

楠
元

繁
芳

大
分
県
建
設
合
同
労
働
組
合

執
行
委
員
長

長
濱

泉

宮
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

執
行
委
員
長

中
川
實
二
郎

鹿
児
島
県
建
設
技
能
者
組
合

執
行
委
員
長

皆
元

鐡
夫
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組
織
の
総
決
集
を
図
り
、近
未
来
に
繋
げ
よ
う
！

組組
織織
のの
総総
決決
集集
をを
図図
りり
、、近近
未未
来来
にに
繋繋
げげ
よよ
うう
！！

よ
う
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

本
定
期
大
会
で
の
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
組
織
の
総
結
集

を
図
り
、
近
未
来
に
繋
げ
よ

う
」
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

厳
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
、
組
合

の
原
点
に
立
ち
返
り
「
相
互
信

頼
」
と
「
支
え
あ
う
心
」、
そ

し
て
、「
助
け
合
う
精
神
」
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
建
設
的
な

意
見
の
中
で
、
新
た
な
運
動
方

針
を
ご
決
定
頂
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
、
一
日
も

早
い
復
興
を
願
っ
て
、
厳
し
い

避
難
生
活
の
中
で
、
懸
命
に
支

え
合
っ
て
、
復
興
・
復
旧
に
取

り
組
む
、
東
北
の
被
災
組
合
・

仲
間
に
対
し
、
今
日
ま
で
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
、
義
援

金
（
五
百
万
円
）
を
目
録
に
し

て
、
建
設
長
崎
を
代
表
さ
せ
て

頂
き
、
全
建
総
連
の
林
・
書
記

次
長
に
託
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
こ
雲
仙
の
地

に
お
い
て
建
設
長
崎
第
六
十
六

回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

そ
し
て
組
織
拡
大
、
仕
事
確
保
、

社
会
保
障
の
拡
充
を
中
心
と
し

た
新
年
度
の
運
動
方
針
を
決
定

し
た
。

本
年
三
月
に
起
こ
っ
た
東
日

本
大
震
災
は
、
二
万
人
を
超
す

死
者
・
行
方
不
明
者
と
一
〇
万

人
と
い
わ
れ
る
避
難
生
活
者
を

出
し
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故

に
よ
る
放
射
能
汚
染
は
農
水
産

業
や
国
内
の
経
済
活
動
に
甚
大

な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

ま
た
、
長
期
に
わ
た
る
不
況

で
建
設
業
は
年
間
二
〇
万
人
も

の
離
職
者
を
出
し
、
従
事
者
数

は
全
国
で
五
〇
〇
万
人
を
割
っ

て
い
る
が
、
被
災
地
に
お
い
て

復
興
の
先
頭
に
立
つ
の
は
建
設

労
働
者
で
あ
る
。

我
々
は
、
熟
練
技
能
者
と
若
年

技
能
後
継
者
の
育
成
と
魅
力
あ

る
働
き
が
い
の
あ
る
建
設
産
業

を
め
ざ
し
、
国
や
県
に
強
く
働

き
か
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

仕
事
確
保
対
策
と
し
て
建
設

長
崎
が
要
望
し
続
け
て
い
る

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
」
を
、
現
在
実
施
し
て
い
る

県
内
六
市
以
外
の
市
や
県
に
対

し
て
も
、
地
域
産
業
の
経
済
活

性
化
に
大
き
な
効
果
を
与
え
る

こ
と
を
訴
え
な
が
ら
、
制
度
創

設
を
強
く
働
き
か
け
て
い
こ
う
。

今
後
も
推
薦
議
員
団
と
連
携

を
密
に
し
、
仕
事
と
生
活
を
確

保
し
、
技
能
後
継
者
が
育
つ
環

境
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
邁

進
し
よ
う
。

さ
ら
に
建
設
国
保
補
助
金
の

従
来
水
準
の
確
保
と
特
定
検

診
・
保
険
指
導
の
実
施
率
の
向

上
に
努
め
長
建
国
保
の
育
成
強

化
を
図
っ
て
い
こ
う
。

組
合
は
結
成
以
来
多
く
の
困

難
を
乗
り
越
え
、
様
々
な
運
動

を
積
み
重
ね
て
き
た
。
そ
の
力

で
さ
ら
に
組
織
を
強
く
大
き
く

し
、「
組
織
の
総
結
集
を
図
り
、

近
未
来
に
繋
げ
よ
う
！
」
を
メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
全

建
総
連
傘
下
の
組
合
や
多
く
の

県
下
労
働
団
体
の
仲
間
と
連
携

を
深
め
、「
仕
事
と
生
活
」
を

守
る
た
め
の
諸
要
求
実
現
に
向

け
て
力
強
く
闘
い
を
推
し
進
め

て
い
く
こ
と
を
宣
言
す
る
。

第
六
十
六
回
定
期
大
会

お
疲
れ
様
で
し
た

○
退
任
さ
れ
る
本
部
役
員（敬

称
略
）

本
部
執
行
委
員

坂
口

忠
義（
中
央
）

本
部
執
行
委
員

北
村

久（
北
松
）

平
成
二
十
三
年
度

建
設
長
崎

本
部
役
員
名
簿

言宣会大
青年部長

北村 亮樹

本
多

常
秋

（
中
央
支
部
）

近
藤

力
也

（
北
松
支
部
）

○
新
役
員
紹
介
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役

職

名

氏

名

出
身
支
部

職

種

新
再
任
別

執
行
委
員
長

相
川

哲
男

西

彼

専
従

再
任

副
執
行
委
員
長

北
村

政
和

西

彼

専
従

再
任

副
執
行
委
員
長

舩
津

栄
市

市

南

専
従

再
任

副
執
行
委
員
長

前
田

三
男

浦
上
西

大
工

再
任

副
執
行
委
員
長

工
藤

是
正

大

浦

大
工

再
任

副
執
行
委
員
長

丸
田

勉

佐
世
保
東

大
工

再
任

副
執
行
委
員
長

�
谷

義
信

諫

早

大
工

再
任

書

記

長

田
上

一
郎

浦
上
西

専
従

再
任

書
記
次
長

石
田

哲
雄

浦
上
西

専
従

再
任

執
行
委
員

佐
藤

圭
介

浦
上
東

専
従

再
任

執
行
委
員

西
平

博
之

佐
世
保
東

専
従

再
任

執
行
委
員

内
野

幸
雄

中

央

大
工

再
任

執
行
委
員

本
多

常
秋

中

央
型
枠
大
工

◎
新
任

執
行
委
員

田
上

義
高

大

浦

大
工

再
任

執
行
委
員

北
村

五
男

大

浦

左
官

再
任

執
行
委
員

山
本

秀
夫

市

南

大
工

再
任

執
行
委
員

葛
島

俊
幸

市

南

大
工

再
任

執
行
委
員

牧
島

貢

東
長
崎

大
工

再
任

執
行
委
員

里

澄
宏

東
長
崎

大
工

再
任

執
行
委
員

古
川

勝

浦
上
西

左
官

再
任

執
行
委
員

村
岡

広
明

浦
上
西

左
官

再
任

執
行
委
員

佐
藤

昭
彦

浦
上
西

塗
装
工

再
任

執
行
委
員

田
中

秀
則

浦
上
東

左
官

再
任

執
行
委
員

森

政
一

浦
上
東

大
工

再
任

執
行
委
員

松
林

満
男

西

彼

左
官

再
任

執
行
委
員

石
橋

洸

西

彼

建
具
工

再
任

執
行
委
員

樋
口

義
雄

諫

早

大
工

再
任

執
行
委
員

田
崎

義
光

諫

早

大
工

再
任

執
行
委
員

伊
藤

一
廣

大

村

大
工

再
任

執
行
委
員

福
田

通

大

村
建
設
事
務

再
任

執
行
委
員

木
之
田

隆

島

原

大
工

再
任

執
行
委
員

山
田

哲
夫

島

原

大
工

再
任

執
行
委
員

塚
本

芳
美

佐
世
保
中
央

大
工

再
任

執
行
委
員

末
吉

重
一

佐
世
保
中
央

大
工

再
任

執
行
委
員

田
中

清
士

佐
世
保
中
央

内
装
工

再
任

執
行
委
員

茅
原
喜
志
男

佐
世
保
東

土
木
工

再
任

執
行
委
員

長
島

則
行

佐
世
保
東

大
工

再
任

執
行
委
員

田
中

秀
幸

佐
世
保
東

左
官

再
任

執
行
委
員

小
林

健
治

佐
世
保
北

大
工

再
任

執
行
委
員

福
田

栄
治

佐
世
保
北

大
工

再
任

執
行
委
員

須
藤

輝
久

北

松

大
工

再
任

執
行
委
員

近
藤

力
也

北

松

大
工

◎
新
任

執
行
委
員

寺
田

孝
弘

平

戸

大
工

再
任

執
行
委
員

岡
田

眞

平

戸

大
工

再
任

会
計
監
査

植
田

勝
次

西

彼

瓦
工

再
任

会
計
監
査

木
下

忠
明

諫

早

大
工

再
任

会
計
監
査

柚
元

美
則

佐
世
保
北

大
工

再
任

特
別
執
行
委
員

澤
山

敬
子

東
長
崎

専
従

特
別
執
行
委
員

若
杉

孝
雄

浦
上
西

専
従

執
行
委
員
待
遇

北
村

亮
樹

北

松

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

村
上

昌
也

諫

早

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

岡
�
ア
イ
子

西

彼

主
婦
会

執
行
委
員
待
遇

馬
場
ヒ
ロ
子

中

央

主
婦
会

中村 太司
（諫早）

木下 広次
（浦上西）

資格審査委員長

�谷 義信

大 会 議 長

大 会 書 記

大 会 諸 役 員
（敬称略）

●第一分散会議長

浦上東支部

田中 秀則
専従・報告者

西平 博之
大村支部

伊藤 一廣
選挙管理委員長

前田 三男

●第二分散会議長

東長崎支部

牧島 貢
専従・報告者

若杉 孝雄
佐北支部

小林 健治

●第三分散会議長

平戸支部

寺田 孝弘
専従・報告者

佐藤 圭介
市南支部

山本 秀夫
城下 大輔江頭 孝一

選選挙挙総総括括、、上上部部団団体体会会費費、、組組織織のの整整備備等等
ににつついいてて活活発発なな意意見見続続出出��
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定期大会に参加して
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回６６第

定定期期大大会会にに参参加加ししてて

建
設
長
崎
第
六
十
六
回
定
期

大
会
に
出
席
し
て
、
初
め
て
の

大
会
出
席
で
緊
張
し
大
会
進
行

と
共
に
緊
張
感
が
ほ
ぐ
れ
て
き

ま
し
た
。

私
に
は
大
変
有
意
義
な
大
会

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
尚
、
運

動
方
針
等
の
決
定
さ
れ
た
事
項

を
今
後
の
建
設
組
合
に
繁
栄
さ

せ
て
い
け
る
様
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
初
め
て
定
期
大
会
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

厳
し
い
仕
事
の
現
状
を
反
映

し
て
、
か
な
り
熱
気
あ
る
質
問

が
出
さ
れ
て
い
て
各
支
部
組
合

員
皆
さ
ん
の
真
剣
さ
が
伝
わ
り

ま
し
た
。

二
日
間
、
意
見
・
要
望
等
を

聞
き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

組
織
の
総
結
集
を
図
り
近
未

来
に
繋
げ
よ
う
！
と
い
う
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
こ
の
厳
し

い
建
設
業
状
況
の
中
、
私
た
ち

の
大
切
な
組
合
費
が
ど
の
よ
う

に
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
？
選

挙
の
件
、
他
、
熱
心
な
質
疑
応

答
が
あ
り
、
組
合
員
の
減
少
の

中
、
経
費
節
減
を
考
え
運
用
さ

れ
て
い
る
ん
だ
と
、
改
め
て
理

解
で
き
ま
し
た
、
有
意
義
な
大

会
で
し
た
。

第
六
十
六
回
定
期
大
会
に

参
加
し
て
、
今
回
参
加
し
て

思
っ
た
事
は
、
大
会
代
議
員
の

資
格
に
つ
い
て
初
め
て
発
揮
す

る
問
題
に
出
会
っ
た
。
結
果
は

ど
う
あ
れ
、
今
後
の
建
設
長
崎

の
進
む
べ
き
方
向
性
の
ひ
と
つ

と
思
い
意
見
を
述
べ
、
大
会
に

挑
み
ま
し
た
。
大
会
に
参
加
し

た
人
の
話
は
、
ほ
と
ん
ど
が
組

合
は
今
後
は
ど
う
な
る
の
か
心

配
し
て
い
る
人
が
多
く
、
協
議

さ
れ
て
い
る
様
で
あ
り
、
組
合

の
役
員
さ
ん
も
真
剣
に
取
り
組

ん
で
下
さ
い
。
組
合
員
の
話
も

よ
く
聞
い
て
も
ら
い
た
い
。

定
期
大
会
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
人
数
や
日
程
を
縮
小
し
、

そ
の
分
の
予
算
を
も
っ
と
他
の

事
に
回
し
て
ほ
し
い
、
時
代
と

共
に
変
え
て
い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
初
め
て
代
議
員
と
し
て

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
予

想
し
て
い
た
よ
り
も
熱
心
で
活

発
な
発
言
が
繰
り
出
さ
れ
て
い

た
事
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
で
代
議
員
の
皆
さ
ん
が

出
さ
れ
た
討
論
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
今
後
の
活
動
に
役
立
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

建
設
長
崎
第
六
十
六
回
定
期

大
会
に
初
め
て
出
席
を
し
ま
し

た
。大

会
代
議
員
の
活
発
な
意
見

や
質
問
等
が
出
さ
れ
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
で
、

先
行
き
が
不
透
明
で
は
あ
り
ま

す
が
、
組
合
員
の
皆
様
と
一
緒

に
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
組
合
加
入
し
て
四
十

年
余
り
に
な
り
ま
す
が
、
定

期
大
会
に
参
加
す
る
の
は
五
回

程
で
す
。
執
行
部
と
組
合
員
の

議
論
を
聞
い
て
い
て
、
ま
だ
ま

だ
双
方
の
壁
の
厚
さ
が
大
き
い

と
思
い
ま
し
た
。
又
、
会
計
予

算
書
の
中
味
で
も
組
合
員
の
減

少
が
増
す
現
状
で
、
執
行
部
の

危
機
感
が
ま
だ
ま
だ
薄
い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

最
初
は
緊
張
気
味
で
話
を
聞
い
て

い
ま
し
た
が
、
長
い
説
明
が
続
き
、

眠
り
に
誘
わ
れ
そ
う
に
な
り
そ
う
な

頃
、
厳
し
い
質
疑
応
答
の
繰
り
返
し

が
始
ま
り
ま
し
た
。

大
会
に
出
席
さ
れ
た
組
合
員
の

方
々
が
組
合
活
動
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
な
り
に
、
組

合
の
事
に
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
実
感
さ
せ
ら
れ
た
二
日
間
で
し
た
。

初
め
て
定
期
大
会
に
参
加
し
、
先

輩
た
ち
の
失
敗
談
、
成
功
に
導
く
体

験
談
、
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
残
さ
れ
た
時
間
、
組

合
員
の
原
点
で
あ
る
「
訪
問
行
動
」

行
い
、
組
合
員
の
仕
事
や
、
悩
み
な

ど
生
の
声
を
聞
き
、
青
年
・
主
婦
の

出
席
し
や
す
い
状
況
を
作
り
、
活
動

や
業
務
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
と
位

置
付
け
、
魅
力
あ
る
文
化
会
議
作
り

を
進
め
活
動
し
や
す
い
分
会
に
す
る

為
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
大
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
厳
し
い
状
況
の
中
で
の
組
合
員

さ
ん
の
意
見
は
、
さ
す
が
に
厳
し

い
意
見
ば
か
り
で
し
た
。

今
年
、
来
年
は
組
合
と
し
て
も

我
々
に
と
っ
て
も
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
的
な
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

後
ろ
向
き
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、
前
向
き
な
考
え
方
で
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
大
会
で
は
、
青
年
部
時
代
の
仲

間
と
久
し
ぶ
り
に
組
合
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
て
交
流
を
は
か
る
こ
と

も
で
き
、
楽
し
い
大
会
で
も
あ
り
ま

し
た
。
今
後
も
連
携
を
は
か
り
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
六
十
六
回
定
期
に
参
加
で
き
有

難
う
御
座
い
ま
し
た
。
二
日
目
の
分

散
会
の
議
題
の
中
で
仕
事
の
確
保
や

建
設
長
崎
の
強
化
方
法
、
社
会
保
障

な
ど
の
件
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

あ
り
、
各
支
部
よ
り
熱
気
あ
る
意
見

が
出
さ
れ
大
変
良
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
又
、
今
回
は
若
い
人
が
多
く

参
加
さ
れ
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
二
日
目
の
分
散
会

等
は
理
解
で
き
る
部
分
、
疑
問

に
思
え
る
部
分
が
よ
く
分
か
っ

た
の
で
、
大
会
後
か
ら
の
一
年

間
、
今
大
会
で
得
た
知
識
を
生

か
し
、
一
組
合
員
の
立
場
か
ら
、

組
合
に
対
し
、
今
ま
で
と
は

違
っ
た
見
方
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

定
期
大
会
に
出
席
は
二
回

目
で
雰
囲
気
に
も
多
少
慣
れ

組
合
の
仕
組
み
が
少
し
解
っ
た

様
な
気
が
し
ま
す
。
二
日
間
と

も
活
発
な
意
見
や
要
望
が
出
て

い
て
、
組
合
員
の
方
々
が
建
設

長
崎
を
良
く
し
よ
う
と
の
想
い

が
伝
わ
り
自
分
自
身
も
こ
れ
か

ら
建
設
長
崎
が
よ
り
良
く
な
る

よ
う
に
、
微
力
な
が
ら
組
合
活

動
に
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

久
し
ぶ
り
の
定
期
大
会
に
参

加
し
、
様
々
な
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
今
の
現
状
が
い
か
に
厳

し
い
か
を
痛
感
し
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
経
験
を
生
か
し

な
が
ら
、
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

二
日
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

本
会
議
、
分
散
会
と
二
日
間

に
か
け
て
組
合
員
さ
ん
か
ら
の

活
発
な
意
見
、
答
弁
と
熱
心
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

業
務
に
役
立
て
て
い
き
た
い
で

す
。

大
会
で
学
ん
だ
事
を
、
今
後
の
活
動
へ
生
か
し
た
い

●
中
央
支
部横

尾

寛

組
合
の
行
く
末
を
思
い
意
見
を

●
佐
世
保
北
支
部

松
尾

正
明

組
合
費
の
運
用
な
ど
理
解
で
き
有
意
義
な
大
会

●
大
村
支
部渡

辺

克
子

時
代
と
共
に
組
合
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば

●
大
浦
支
部方

山

栄
治

参
加
者
の
活
発
な
意
見
に
驚
く

●
浦
上
東
支
部

中
尾

亮

活
発
な
意
見
を
聞
い
て
勉
強
に
な
っ
た

●
島
原
支
部松

田

年
市

本
部
執
行
部
は
も
っ
と
危
機
感
を

●
北
松
支
部池

田

茂
夫

組
合
活
動
に
協
力
し
て
い
こ
う
と
実
感
し
た
二
日
間

●
市
南
支
部桑

村

克
之

魅
力
あ
る
組
合
作
り
に
頑
張
る

●
西
彼
支
部太

田

俊
彦

若
い
参
加
者
が
多
く
、
嬉
し
く
思
う

●
平
戸
支
部市

瀬

三
男

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
年
、
前
向
き
に
頑
張
ろ
う

●
佐
世
保
中
央
支
部

本
田

英
樹

大
会
で
得
た
知
識
を
生
か
し
た
い

●
東
長
崎
支
部

海
津

隆
就

組
合
の
発
展
に
協
力
し
て
い
く

●
諫
早
支
部林

崇

二
日
間
の
経
験
を
生
か
し
頑
張
り
た
い

●
佐
世
保
東
支
部

茅
原

一
樹

今
後
の
仕
事
に
役
立
て
た
い

●
書
記
局

松
下
美
由
紀

二
日
間
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た

●
浦
上
西
支
部

山
下

弘
記
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平成２３年度 長崎県特定検診（集団検診）のご案内
平成２３年度特定健康診査の各市町における集団健診の日程（９月分～）です。
特定健康診査は各市町で受診する事も出来ます。
お住まいの地区で実施される集団健診日程の中で、都合のよい日をご利用下さい。
なお、各市町の集団健診をご利用される場合、以下の注意事項があります。

注
意
事
項

１．受診の際は、長建国保が発行した「受診券」及び「保険証」、記入済み「質問票」を必ず持参して下さい。
事前予約等は必要ありません。（但し、大村市は事前に要予約、長与町も事前に要予約かつ長与町住民のみ
受診可能、となっておりますのでご注意下さい。）

２．集団健診実施の市町であっても、各市町国保加入者等の健診が優先となる為、会場によっては予定人数に達
する等の理由により、受診出来ない場合もあります。

３．掲載の日時、会場等については、変更される場合もあります。（※詳しくは各市町が発行している広報誌を
ご覧下さい。）

毎日を健康に過ごす為、年に一度、特定健診を受診しましょう！

がん検診（同時実施）
胃・大腸・胸部

胃・大腸・胸部

胃・大腸・胸部
胃・大腸・胸部
胃・大腸・胸部
胃・大腸・胸部
胃・大腸・胸部

胃・大腸・胸部

肺・大腸
肺・大腸
肺・大腸
肺・大腸
肺・大腸
肺・大腸
肺・大腸
肺・大腸

肺・大腸

胃・肺・大腸・
前立腺・肝炎

胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
胃・肺・大腸
肺・胃・大腸・乳・
子宮・肝炎・前立腺
胃・大腸・前立腺
胃・大腸・前立腺
胃・大腸・前立腺
胃・大腸・肺・
前立腺
胃・大腸・胸部

肺・胃・大腸・乳・
子宮・前立腺

胸部・大腸

会 場 名
コミュニティー

飯盛公民館

森山保健センターコミュニティー会館
宇良分館
高来会館（支所）
西ゆめ会館
高来会館（支所）

小長井文化ホール

コミュニティセンター
竹松住民センター
郡地区公民館
中地区公民館
コミュニティセンター
大村市民会館
郡地区公民館
竹松住民センター

大村市民会館

福江総合福祉保健センター

上対馬総合センター
琴住民センター
上県町地域福祉センター
佐護小中学校体育館
仁田コミュニティーセンター
峰地区公民館
中対馬開発センター
ありあけ会館
美津島文化会館
美津島文化会館
久根保健福祉館
豆酘小学校体育館
今里漁民センター
佐須地区体育館
千尋藻漁村センター
豊玉町保健センター
子船越コミュニティセンター
塩浜児童館

健康センター

波佐見町農村環境改善センター
波佐見町総合文化会館
波佐見町勤労福祉会館

中央公民館

総合会館保健センター

佐々町健康相談センター

未定

日 付
１０月６日�
１０月７日�
１０月１３日�
９月１４日�
１０月１１日�
１０月１２日�
１０月１４日�
１０月１６日�
９月４日�
９月１５日�
９月２８日�
９月２９日�
９月３０日�
１０月１日�
１１月１６日�
１１月１７日�
１１月１８日�
１月３０日�
１月３１日�
３月１日�
３月２日�
９月８日�
９月９日�
９月１０日�
９月１１日�
１０月７日�

１０月８日�

１０月９日�

１０月１０日�
１０月１１日�

１０月１２日�

１０月１３日�

１０月１４日�

１０月１５日�

１０月１６日�

１０月１７日�

１１月２５日�
１１月２６日�
９月２０日�
９月２１日�
９月２２日�
１０月１１日�
１０月１２日�
９月２９日�
９月２６日�～

１０月２日�
１０月１６日�～

１０月２１日�
１０月２５日�～

１０月２９日�

地区

飯盛

森山

高来

小長井

福江

市・町

諫早市

大村市

五島市

対馬市

長与町

波佐見町

川棚町

東彼杵郡

佐々町

新上五島町

がん検診（同時実施）

胃・大腸・胸部

会 場 名
長崎玉屋（６階 玉屋ホール）
北公民館
中央保健センター
メルカつきまち
西公民館
滑石公民館
中央保健センター
北保健センター
ダイヤランド・小ヶ倉ふれあいセンター
福田地区公民館
大浦地区公民館
三重地区市民センター
三重地区公民館
銭座地区コミュニティセンター
小江原地区ふれあいセンター
北公民館
横尾地区ふれあいセンター
南部市民センター（末石町）
山里地区ふれあいセンター
新戸町公民館
小榊会館
式見地区公民館
橘地区ふれあいセンター
ＪＡ長崎せいひ東長崎支店
滑石地区ふれあいセンター
中央保健センター
古賀地区市民センター
小島地区ふれあいセンター
三川地区ふれあいセンター
メルカつきまち
中央保健センター
北保健センター
野母崎脇岬地区公民館
野母崎樺島地区公民館
野母崎黒浜地区公民館
野母崎木場公民館
野母崎高浜地区公民館
野母崎野母地区公民館
野母崎野母地区公民館
野母崎文化センター
野母崎文化センター
伊王島開発総合センター
香焼ひまわり
三和藤田尾自治公民館
三和木場自治公民館
三和為石地区公民館
三和川原地区公民館
三和地域総合施設
三和椿が丘自治公民館
三和健康づくりセンター
三和岳路自治公民館
三和布巻自治公民館
三和蚊焼地区公民館
三和晴海台地区公民館

たらみ会館

日 付
９月９日�
９月２９日�
９月３０日�
１０月１３日�
１０月１８日�
１０月２０日�
１０月２１日�
１０月２４日�
１０月２５日�
１０月２６日�
１０月２７日�

１０月２８日�

１０月３１日�
１１月１日�
１１月２日�
１１月４日�
１１月９日�
１１月１０日�
１１月１４日�

１１月１５日�

１１月１６日�

１１月１７日�
１１月１８日�
１１月２２日�
１１月２４日�
１１月２５日�
１２月１日�
１２月２日�
１２月５日�
９月１日�
９月２日�

９月５日�

９月６日�
９月７日�

９月８日�

９月１１日�
９月１５日�
９月２１日�

１０月４日�

１０月５日�
１０月６日�
１０月７日�

１０月１１日�

１０月１２日�

１０月１４日�
１０月１９日�
９月１日�
９月２日�
９月２７日�
１０月４日�
１０月５日�

地区

中央

野母崎

伊王島
香焼

三和

多良見

市・町

長崎市

諫早市

平成２３年度 長崎県特定健診（集団健診）実施日程表（市町との共同実施分） 平成２３年４月１２日現在
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巡巡回回健健診診実実施施ののおお知知ららせせ
多数の皆様に健康診断を受診していただけるよ

う、各地区巡回型による健康診断を開催します。
日頃からお忙しい皆様にも
ぜひこの健康診断を年に
一度の健康チェックと
してご活用いただきま
すようご案内いたしま
す。

保保健健師師だだよよりり
健診結果の質問にお答えします�
特定健診を受診した方全員に、情報提供の一環として、健診結果

の見方のリーフレットと生活習慣についてのパンフレットを送付し
ています。
パンフレットがお手元に届きましたら、健診結果の見方を参照に、

ご自分の健診結果票と照らし合わせて見てください。
特定健診を受診後、結果の見方がわからない、気になることがあ

るという方は、お気軽に長建国保までご連絡ください。
保健師が常駐しておりますので、疑問やご相談に応じています。
どうぞ、お気軽にご相談ください。
TEL０９５－８６２－８４６３

＊相談者のプライバシーは個人情報保護の規定により
厳守します。

熱中症になりにくい体づくりをしよう�
１ 上手に汗をかける体の準備をしましょう。
・日頃からウォーキングなどの運動の習慣をつけることが大切です。
・ぬるめのお湯でゆったりと半身浴などをして、汗腺を刺激しましょう。
・水分を「早めに」、かつ「こまめに」補給しましょう。のどに渇きを
感じる前に水分を摂りましょう。

２ 十分な栄養と睡眠で体を休めましょう。
・夏は暑さのために冷たいものばかりを食べがちですが、体を温め血行
を良くする温かい食べ物もしっかり摂りましょう。

・睡眠不足は熱中症を起こしやすくなります。寝苦しい夜を快適にすご
す工夫をして、ぐっすり寝ましょう。

３ 室内の温度・湿度に気をつけましょう。
・室内と外気温の差が大きくならないように、
エアコンの室温は２８度前後に設定しましょう。

・部屋に温湿度計を置いて、室内の温度や湿度
を確認しましょう。

長建国保に１年以上加入している４０～７５歳未満の方で、
特定健診受診券の交付を受けている方

ご希望の健診会場を選択の上、所定の巡回健診申込書を
申込締切日までに組合窓口へ提出して下さい。
（郵送又は FAXでも受け付けています。）

○受診券 ○質問票 ○保険証
○実費（選択検査申込者のみ）
○その他検査に必要なもの（検査用容器など）

身体計測・血圧・血中脂質検査・肝機能検査・血糖検
査・尿検査・痛風検査・胸部Ｘ線検査・問診・視力・聴
力・貧血検査・心電図検査

上記検査項目（必須）を受診券で受診した場合に限り自
己負担はありません。但し、選択検査（希望者のみ）に
ついては、検査料金については全額自己負担（当日現金
払）となりますのでご確認の上、お申込下さい。

対象者

申込方法

健診に
必要なもの

検査項目
（必須）

自己負担

【巡回健診実施予定会場】

申込期限

平成２３年８月２３日迄

平成２３年８月２３日迄

平成２３年８月２３日迄

平成２３年９月２２日迄

平成２３年９月２２日迄

平成２３年９月３０日迄

平成２３年１０月５日迄

平成２３年１０月５日迄

平成２３年１０月１９日迄

平成２３年１０月２６日迄

平成２３年１０月２６日迄

※申込数が規定数に届かなかった会場は、やむを得ず中止する可能性がありますのでご了承下さい。

会 場

諫早文化会館（諫早市宇都町）

島原文化会館（島原市城内１丁目）

県営野球場（ビッグＮスタジアム２Ｆ会議室）

佐々町文化会館（佐々町本田原免）

平戸市文化センター（平戸市岩の上町）

長崎市民会館（長崎市魚の町）

東彼杵町総合会館（東彼杵町彼杵宿郷）

佐世保市民会館（佐世保市花園町）

長崎南商工会本所（長崎市布巻町）

大村市民会館（大村市東本町）

時津町北部コミュニティセンター（時津町日並郷）

時 間

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後３時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後３時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

実 施 日

平成２３年９月２３日�

平成２３年９月２４日�

平成２３年９月２５日�

平成２３年１０月２２日�

平成２３年１０月２３日�

平成２３年１０月３０日�

平成２３年１１月５日�

平成２３年１１月６日�

平成２３年１１月１９日�

平成２３年１１月２６日�

平成２３年１１月２７日�

【選択検査】（全額自己負担）

検査料金
（税込）

３，３００円

２，５００円

３，５００円

検査項目（希望者のみ）

肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型）

子宮頸がん検査（自己採取法）

喀痰細胞診（肺癌三日間蓄痰）

検査料金
（税込）

２，０００円

２，５００円

１，３００円

検査項目
（希望者のみ）

前立腺がん検査

胃がん検査
（ペプシノーゲン）

大腸がん検査

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、バリ風天
然温泉

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、
サウナ、寝湯、休憩室

大浴場、露天風呂、サウナ、岩盤
浴

大浴場、ジェットバス、打たせ湯、
ジャグジー、シャワー、ミストサ
ウナ

寝湯、ジェットバス、サウナ、水
風呂、露天風呂、タル湯

屋久杉風呂、檜風呂、露天風呂、
サウナ、岩盤浴（別料金）

サウナ、冷水風呂、壷湯、ジェッ
トバス、寝湯、塩サウナ、家族風
呂、シェイプアップバス

露天風呂、ローマ風呂、檜風呂、
寝風呂、ジャグジーバス、サウナ、
家族風呂、リラクゼーション

うずしお温泉美人の湯、露天風呂、
貸切家族風呂

露天風呂、展望風呂、タル風呂、
水風呂、サウナ、薬草風呂、海草
風呂、ジャグジー風呂

展望露天風呂、電気風呂、ジャグ
ジーエステ風呂、座り湯、サウナ、岩
盤浴（別料金）、家族風呂（別料金）

（※１）いさはや本野温泉湯処なごみは、中学生以上しか入館出来ません。
別館ほたるの湯は、小学生以下３００円、中学生以上６５歳未満５００円、６５歳以上３００円でご利用頂けます。
但し、ほたるの湯に関しては割引制度はご利用出来ません。

（※２）毎月２６日「風呂の日」は規定料金が半額（大人３００円、小人１５０円、幼児８０円）となり、補助券の使用は出来
ません。

所在地
電話番号

長崎市曙町
３９‐３８

０９５‐８６２‐５５５５

長崎市野母町
６９２‐１

０９５‐８９３‐１１３３

長崎市岩見町
４５１‐２３

０９５‐８３３‐１１２６

西彼杵郡長与町
高田郷２８４
０９５‐８５６‐２６３１

西彼杵郡長与町
高田郷２２８９‐２
０９５‐８５６‐２６１７

雲仙市小浜町
雲仙３２０

０９５７‐７３‐３１３１

大村市森園町
６６３‐３

０９５７‐５０‐１１２６

佐世保市谷郷町
５‐３２

０９５６‐２３‐６１７０

佐世保市崎岡町
８５３‐１２

０９５６‐３９‐４８００

平戸市川内町
５５

０９５０‐２３‐２１１１

平戸市田平町
野田免２１０‐６
０９５０‐５７‐１１１０

利用者負担
（自己負担）

４５０円

３５０円

１００円

２００円

５００円

４００円

２５０円

３００円

１５０円

２００円

３００円

４００円

４００円

２５０円

３００円

２００円

６００円

４００円

２００円

３００円

３００円

１５０円

３００円

３００円

３００円

３００円

補助券の額
（温泉券利用）

▲３００

－

▲３００

－

▲３００

－

▲３００

－

－

▲３００

－

▲３００

－

▲３００

－

－

▲３００

－

－

▲３００

－

－

▲３００

－

▲３００

－

割引後の料金
（メンバーズカード）

７５０円

３５０円

－

－

－

－

－

－

－

５００円

－

７００円

４００円

５５０円

－

－

９００円

－

－

－

－

－

６００円

３００円

６００円

－

規定料金

８００円

４００円

４００円

２００円

８００円

４００円

５５０円

３００円

１５０円

６５０円

３００円

８００円

５００円

６５０円

３００円

２００円

１，０００円

４００円

２００円

６００円

３００円

１５０円

８００円

４００円

８００円

３００円

利用区分

大人（中学生以上）

小人（３歳以上）

大人（中学生以上）

小人（４歳以上）

大人（中学生以上）

小人（３歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

幼児（６歳以下）

大人（中学生以上）

小人（３歳以上）

大人（中学生以上）

小人（４歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

幼児（３歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

幼児（３歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

幼児（３歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ
（旧イオス）

海の健康村
陽の岬温泉

ふくの湯

道の尾温泉

ゆりの温泉

雲仙
スパハウス

サンスパ
おおむら
ゆの華

万松楼
弁天の湯

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ
（※２）

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

長
崎
・
西
彼
地
区

県
央
地
区

県
北
地
区

組合指定温泉施設一覧表
１３→１１施設に（２施設打診中）

指定温泉施設の一部契約解除のお知らせ

�「喜道庵」の運営会社が８月より変更しました。

�湯処「なごみ」の運営会社が９月より変更します。新運営会社には再度組合
指定温泉施設の契約を打診していきますが、その間、温泉補助券や規定料金

の割引を利用できません。詳細が判明次第、新聞などにてお知らせしますの

で、ご理解下さい。

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５５４号 ６�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）８月１５日発行



中
小
建
設
業
協
会
第
三
十
五
回
総
会

西
彼
支
部
長
与
連
合
分
会
日
帰
り
旅
行

浦
上
西
支
部
住
宅
デ
ー

〜
城
栄
会
夏
祭
り
協
賛
〜

浦
上
西
支
部
主
婦
会
日
帰
り
旅
行
会

中
央
支
部
日
見
分
会
住
宅
デ
ー

〜
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
拡
大
な
ど

二
〇
一
一
年
度
事
業
計
画
決
定
〜

協
会
は
、
七
月
二
十
二
日
に

第
三
十
五
回
定
期
総
会
を
長
崎

県
農
協
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

金
子
会
長
は
、
長
崎
県
内
の

新
設
住
宅
着
工
戸
数
が
年
々
減

少
を
し
て
き
て
い
る
現
状
か
ら
、

新
築
の
み
な
ら
ず
増
改
築
工
事

で
も
仕
事
確
保
に
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
、
現
在
、

県
内
六
市
（
長
崎
・
佐
世
保
・
雲

仙
・
南
島
原
・
平
戸
・
五
島
）
で

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
に

お
い
て
も
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
が
創
設
さ
れ
る
よ
う
全
力
で

仕
事
確
保
要
請
行
動
に
取
り
組

み
た
い
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
長
崎

県
土
木
部
の
加
藤
永
参
事
監
は
、

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
住
宅

の
耐
震
改
修
に
県
民
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
県
と
し
て

も
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
努
力
し
た
い
と
中
村
法
道
知

事
の
挨
拶
を
代
読
さ
れ
、
続
い

て
、
�
長
崎
県
建
設
業
協
会
の

谷
村
隆
三
会
長
は
、
東
日
本
大

震
災
の
復
興
に
お
け
る
建
設
業

の
存
在
意
義
を
強
調
し
た
上
で
、

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
問
題
解

決
に
向
け
協
力
し
て
い
き
た
い
と

連
携
を
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
特
に
、
�

中
小
零
細
事
業
者
へ
の
工
事
発

注
�
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
拡
大
�
公
契
約
法（
条

例
）
の
制
定
な
ど
を
要
請
し
て

い
く
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
十
一

年
度
事
業
計
画
が
決
定
さ
れ
た

ほ
か
、
一
般
社
団
法
人
へ
移
行

す
る
た
め
の
準
備
に
取
り
掛
か

る
こ
と
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

以
上

〜
楽
し
く
過
ご
し
た
日
帰
り
旅
行
〜

去
る
七
月
十
日
�
長
与
連
合

分
会
で
は
、
組
合
員
・
家
族
に

よ
る
日
帰
り
旅
行
を
開
催
し
ま

し
た
。

梅
雨
明
け
の

暑
い
日
で
し
た

が
、
大
人
二
十

八
名
、
子
供
七

名
の
参
加
の
も

と
、
午
前
八
時

三
〇
分
に
目
的

地
の
平
戸
へ
向

け
出
発
。

早
速
車
内
で

は
、
お
酒
を
酌

み
交
わ
し
、
カ

ラ
オ
ケ
や
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛

り
上
が
り
、
途

中
、無
窮
洞（
川

棚
町
）や
梅
ヶ
枝
酒
造
を
見
学

し
た
後
、
目
的
地
の
ホ
テ
ル
へ

到
着
。

懇
親
会
で
は
、
美
味
し
い
料

理
と
お
酒
を
堪
能
し
な
が
ら
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
皆
さ
ん
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
を
二
時
三
〇
分
に
出

発
し
、
次
の
目
的
地
「
海
き
ら

ら
」
へ
。
海
き
ら
ら
で
は
、
く

ら
げ
や
イ
ル
カ
、
め
ず
ら
し
い

魚
類
を
見
て
、
皆
さ
ん
喜
ん
で

い
た
様
で
し
た
。

帰
り
の
車
中
で
も
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
み
な
が
ら
、
無
事
長
与

へ
到
着
。
一
日
楽
し
い
旅
行
が

で
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

（
岩
永
亀
雄
）

〜
巧
み
の
技
で
包
丁
研
ぎ

真
夏
の
住
宅
デ
ー
〜

浦
上
西
支
部
で
は
、
七
月
二

十
四
日
�
十
八
銀
行
城
山
支
店

駐
車
場
で
城
栄
会
夏
祭
り
協
賛

の
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

暑
い
中
、

組
合
員
・
主

婦
会
二
十
三

人
の
方
に
集

ま
っ
て
頂
き

ま
し
た
。

相
川
委
員

長
、
古
川
支

部
長
の
挨
拶

後
に
作
業
ス

タ
ー
ト
。

組
合
員
さ

ん
は
汗
だ
く

に
な
り
な
が

ら
、
包
丁
一

二
九
本
、
ま

な
板
一
六
枚
を
懇
切
丁
寧
に
仕

上
げ
て
ま
し
た
。
鎌
・
ハ
サ
ミ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
ベ

テ
ラ
ン
の
職
人
さ
ん
が
巧
み
な

技
で
対
処
し
、
切
れ
味
抜
群
に

な
っ
た
か
と
�
。

主
婦
会
の
皆
さ
ん
に
も
朝
早

く
か
ら
受
付
や
、
出
来
上
が
っ

た
包
丁
の
受
け
渡
し
と
大
忙
し

で
し
た
。

日
曜
日
で
な
か
な
か
人
通
り

も
少
な
い
状
況
で
し
た
が
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
も
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
肝
心
な
住
宅
相
談

が
な
か
っ
た
み
た
い
で
、
単
な

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
化
し
て

い
る
の
で
、
今
後
の
や
り
方
を

考
え
る
時
期
か
と
感
じ
ま
し
た
。

当
日
は
、
高
校
野
球
の
長
崎

県
大
会
決
勝
が
行
わ
れ
て
い
て

そ
ち
ら
も
大
変
気
に
な
り
な
が

ら
も
、
頑
張
っ
て
く
れ
た
皆
さ

ん
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

今
後
も
何
か
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
村
岡
広
明
）

〜
世
界
最
大
級
の
「
味
の
素
」
工
場
見
学
〜

台
風
６
号
が
過
ぎ
去
り
、
朝

晩
が
涼
し
く
感
じ
る
七
月
二
十

一
日
�
浦
上
西
支
部
主
婦
会
七

名
は
、
味
の
素
工
場
見
学
日
帰

り
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

味
の
素
っ
て
化
学
調
味
料
だ

か
ら
使
う
の
は
ち
ょ
っ

と
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
昭
和
三
十
年
代
に

料
理
番
組
が
商
品
名
と

の
混
同
を
避
け
る
た
め

に
「
化
学
調
味
料
」
の

名
称
を
使
用
し
、
昭
和

六
十
年
以
降
「
う
ま
味

調
味
料
」
に
統
一
さ
れ
、

現
在
で
は
、
日
本
標
準

商
品
分
類
で
も
「
う
ま

味
調
味
料
」
製
造
業
の

名
称
に
統
一
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

味
の
素
っ
て
何
か
ら

出
来
て
い
る
か
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
さ
と
う
き
び
、
タ

ピ
オ
カ
な
ど
の
デ
ン
プ
ン
を
溶

解
し
て
酵
素
を
投
入
し
デ
ン
プ

ン
溶
液
を
作
り
、
そ
れ
が
糖
液

と
な
り
発
酵
菌
の
働
き
に
よ
り

ア
ミ
ノ
酸
を
作
る
そ
う
で
す
。

味
の
素
�
九
州
事
業
所
は
Ｙ

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
ド
ー
ム
七
個
分
の
世

界
最
大
級
の
ア
ミ
ノ
酸
発
酵
工

場
で
す
。
味
の
素
は
長
期
間
保

存
し
て
も
品
質
は
変
わ
ら
な
い

そ
う
で
す
。

よ
ー
く
わ
か
り
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
料
理
の
塩
分
に
対
し

て
五
〜
一
〇
％
程
度
が
目
安
だ

そ
う
な
の
で
安
心
し
て
使
い
た

い
と
、
皆
で
話
し
な
が
ら
お
土

産
を
た
く
さ
ん
買
っ
て
帰
っ
て

来
ま
し
た
。

（
山
形
マ
ス
子
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

前
田

三
男

古
川

勝

村
岡

広
明

佐
藤

昭
彦

山
口

好
行

井
上

義
満

木
下

広
次

松
浦

学

山
形

信

道
端

敏
章

山
下

健
二

松
崎

拓
海

小
峰

季
夫

田
浦

安
彦

前
川

友
一

宮
崎

二
郎

濱
口

信
夫

山
形
マ
ス
子

栗
原
由
理
子

松
川
波
留
子

松
浦

京
子

有
川
ヤ
ツ
子

（
本
部
関
係
）

相
川
委
員
長

北
村
副
委
員
長

田
上
書
記
長

石
田
書
記
次
長

〜
夏
空
の
下
、和
や
か
な
雰
囲
気
で
住
宅
デ
ー
〜

七
月
二
十
四
日
�
、
中
央
支

部
日
見
分
会
で
は
総
勢
二
十
二

名
の
参
加
で
住
宅
デ
ー
を
今
年

は
網
場
漁
協
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

前
回
（
一
昨
年
前
）
は
、
大

変
な
暴
風
雨
の
中
で
の
開
催
と

あ
っ
て
、
雨
に
濡
れ
て
寒
さ
に

震
え
な
が
ら
お
こ
な
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
天
気

に
も
恵
ま
れ
て
、
時
お
り
潮
風

が
吹
き
抜
け
る
も
の
の
厳
し
い

日
差
し
の
下
で
の
作
業
と
な
り

ま
し
た
。

網
場
は
茂
木
と
同
じ
く
漁
港

の
町
と
あ
っ
て
出
刃
包
丁
を
磨

ぎ
に
来
ら
れ
る
奥
様
方
が
多
く
、

マ
ナ
板
販
売
も
飛
ぶ
よ
う
に
と

ま
で
は
行
か
な
い
も
の
の
、
な

か
な
か
の
勢
い
で
売
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
途
中
で
客
足
が

途
絶
え
る
と
樋
口
副
支
部
長
を

囲
ん
で
青
年
部
と
規
矩
術
講
習

会
が
始
ま
っ
た
り
、
世
間
話
に

話
を
咲
か
せ
た
り
し
な
が
ら
、

和
気
藹
々
と
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
奉
仕
活
動
を
楽
し
ん
で

ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
暑
い
中

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
坂
口
忠
義
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

内
野

幸
雄

坂
口

忠
義

樋
口

正
人

田
森

勝

石
橋

廣
喜

西
村

忠
光

山
下

廣
造

若
杉

重
信

馬
渡

正
幸

林

次
男

宇
土

満

山
本

孝
義

伊
東

秀
政

小
川

友
也

川
原

亀
喜

樋
口
須
磨
子

馬
場
ヒ
ロ
子

川
原

幸
枝

内
野

計
子

石
橋

秋
代

釘
田

成
子
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老若男女
問いません

青
年
部
大
会
の
中
で
の
演

奏
披
露
も
今
年
の
大
会

で
五
回
目
を
数
え
ま
し
た
。
一

回
目
の
時
は
リ
ズ
ム
も
合
わ
ず
、

音
も
出
な
い
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
や
り

終
え
た
と
い
う
充
実
感
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、今
思
え
ば「
ど

う
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
内

容
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

技
術
指
導
は「
西
方
小
天
鼓
」

（
さ
い
ほ
う
こ
て
ん
ぐ
）
の

リ
ー
ダ
ー
の
戎
谷
さ
ん
。
実
は

小
浜
太
鼓
の
流
れ
を
組
む
プ
ロ

の
和
太
鼓
奏
者
で
す
。
そ
ん
な

プ
ロ
の
教
え
を
受
け
な
が
ら

日
々
練
習
を
す
る
中
で
、
持
ち

曲
も
増
え
て
い
き
、
今
で
は
個

人
差
は
あ
る
も
の
の
五
曲
を
マ

ス
タ
ー
し
て
い
ま
す
。

場
数
も
そ
れ
な
り
に
ふ
ん
で

き
ま
し
た
。「
建
設
長
崎
定
期

大
会
」「
建
設
大
運
動
会
」「
建

設
長
崎
旗
開
き
」
そ
し
て
「
六

十
五
周
年
記
念
式
典
」
の
大
舞

台
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
組
合
外
部
か
ら
の

依
頼
を
受
け
て
の
演
奏
も
あ
り

ま
し
た
。
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン

タ
ー
さ
ん
の
「
夏
祭
り
」
や
長

崎
歴
史
文
化
博
物
館
さ
ん
の

「
れ
き
ぶ
ん
の
お
正
月
」
と
題

し
た
催
し
の
中
で
も
演
奏
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
近
は
新
メ
ン
バ
ー
も
増
え
、

新
し
い
風
が
入
っ
て
練
習
も
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
青
年
部
と
し
て
の

活
動
で
あ
る
職
人
太
鼓
で
建
設

長
崎
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
存
在

と
な
れ
る
よ
う
日
々
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
井
関
）

西
彼
支
部
の
�
木
団
長
の
も
と
に
、
浦
上
東
支
部
の
青
年
組

合
員
七
名
が
集
い
、平
成
十
八
年
九
月
に
再
結
成
し
た「
建

設
長
崎
職
人
太
鼓
」。
団
長
以
外
は
み
ん
な
初
心
者
と
い
う
メ
ン

バ
ー
は
、
時
津
町
の
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
を
お
借
り
し
、
毎
週
火

曜
日
の
夜
間
に
練
習
を
重
ね
、
初
め
て
の
演
奏
披
露
を
行
っ
た
の

は
、
約
九
ヶ
月
後
の
建
設
長
崎
「
青
年
部
大
会
」
で
し
た
。

《
メ
ン
バ
ー
紹
介
》

団
長
�
木
栄
八
郎（
西

彼
）

田
崎

順
一（
浦
上
東
）

北
山

薫（
浦
上
東
）

金
子

嘉
和（
浦
上
東
）

吉
田

光
夫（
浦
上
東
）

若
杉

一
也（
浦
上
東
）

杉
内

智
弘（
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和太鼓に興味のある方大歓迎。
練習日、練習場所は各支部窓口で
お尋ねください。
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き
っ
か
け
は
誰
か
が

言
っ
た
一
言
か
ら
！

支
部
青
年
部
の
面
々
で
取

り
組
ん
で
い
る
職
人
太

鼓
も
、
青
年
部
活
動
の
一
環
と

い
う
目
的
か
ら
楽
し
さ
へ
と
気

持
ち
が
切
り
替
わ
っ
て
き
た
頃

の
、
と
あ
る
青
年
部
定
例
会
。

職
人
太
鼓
以
外
に
も
、
何
か
他

に
青
年
部
で
出
来
る
こ
と
は
な

い
か
と
い
う
議
題
。
誰
か
が

言
っ
た
「
掃
除
は
？
」
の
一
言

か
ら
始
ま
っ
た
「
清
掃
奉
仕
活

動
」
は
メ
ン
バ
ー
全
員
が
揃
う

こ
と
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
参

加
者
は
嫌
な
顔
も
せ
ず
、
む
し

ろ
笑
顔
で
仕
事
の
話
や
各
々
の

心
境
を
語
り
合
い
な
が
ら
楽
し

く
清
掃
し
て
い
ま
す
。

昭
和
町
通
り
は
飲
食
店
の
多

い
通
り
の
た
め
様
々
な
ゴ
ミ
？

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
中
で
も

多
い
の
が
タ
バ
コ
の
吸
殻
！
マ

ナ
ー
の
悪
い
喫
煙
者
が
多
い
の

に
は
た
だ
た
だ
ガ
ッ
カ
リ
で
す
。

清
掃
中
、
通
行
中
の
方
や
近
隣

の
自
治
会
長
さ
ん
に
も
ら
う

「
あ
り
が
と
う
」「
お
疲
れ
様
」

の
言
葉
に
少
し
照
れ
笑
い
し
な

が
ら
汗
ビ
ッ
シ
ョ
リ
に
な
り
、

時
に
は
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
清
掃
終
了
後

は
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
談
笑
。

長
い
と
き
は
一
時
間
を
越
え
る

こ
と
も
…
気
の
い
い
仲
間
に
出

会
え
た
事
に
感
謝
で
す
。

平
成
十
九
年
九
月
十
六
日
に

始
め
た
こ
の
活
動
は
、
続
け
る

こ
と
の
大
事
さ
や
難
し
さ
を
想

い
つ
つ
、
九
月
で
二
十
一
回
目

を
迎
え
ま
す
。「
清
掃
奉
仕
活

動
」
が
青
年
部
の
活
動
か
ら
支

部
の
活
動
へ
、
そ
し
て
建
設
長

崎
の
活
動
へ
と
輪
が
広
が
る
の

を
期
待
し
て
し
ま
う
私
で
す
。

（
田
崎
順
一
）

※
清
掃
奉
仕
活
動
を
実
施
す
る

に
当
た
っ
て
は
地
元
の
自
治
会

長
さ
ん
や
、
地
元
警
察
署
に
道

路
使
用
許
可
な
ど
が
必
要
な
の

か
な
ど
、
問
題
が
無
い
の
か
確

認
し
た
上
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

浦
上
東
支
部
事
務
所
は
、
住
吉
町
の
交
差
点
と
長
崎
バ
イ
パ

ス
入
口
を
結
ぶ
「
昭
和
町
通
り
」
と
い
う
生
活
道
路
に
面

し
た
ビ
ル
の
三
階
に
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
支
部
事
務
所
前
の
通
り

を
浦
上
東
支
部
の
青
年
部
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
始
め
た
「
清
掃

奉
仕
活
動
」
が
、
今
年
の
七
月
実
施
分
で
二
〇
回
目
を
数
え
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
し
た
ペ
ー
ス
で
四
年
間
続
い
て
い

る
実
に
地
道
な
活
動
で
す
。

■活動日一覧■
第１回 平成１９年９月１６日
第２回 平成１９年１１月１８日
第３回 平成２０年１月２７日
第４回 平成２０年３月９日
第５回 平成２０年５月１１日
第６回 平成２０年７月１３日
第７回 平成２０年９月７日
第８回 平成２０年１１月１６日
第９回 平成２１年２月１日
第１０回 平成２１年３月８日
第１１回 平成２１年７月５日
第１２回 平成２１年９月６日
第１３回 平成２２年１月１７日
第１４回 平成２２年３月７日
第１５回 平成２２年７月４日
第１６回 平成２２年９月５日
第１７回 平成２２年１１月１４日
第１８回 平成２３年１月９日
第１９回 平成２３年５月１２日
第２０回 平成２３年７月４日

青年組合員の、皆さんが頑
張って取り組んでいる「清掃
奉仕活動」と「建設長崎職人
太鼓」のふたつの活動につい
てご紹介します。

職
人
太
鼓

清
掃
奉
仕
活
動

初めての演奏披露（青年部大会）他団体との合同練習長崎リハビリテーション慰問

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５５４号 ８�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）８月１５日発行


